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パクテリオロドプシン(以下 bR と略記する)は，高度好塩菌 Halobacterium halobium の細胞膜の





秒から数秒の範囲で 3"""'5 種類の寿命の長いM中間体が生ずる事が分かったo 寿命が長くなった事によ
り，光照射下で40 ，.....，80%の bRがM中間体に遷移した状態の試料が得られたO これによって， X線回折





第 E章では，揮発性麻酔薬を紫膜，菌体及び再構成ベシクル中の bR に作用させて， M中間体の受け
る影響を調べた。麻酔薬の作用で， 567nm に吸収極大を持つ bR567 と ， 480nm に吸収極大を持つ bR48Qが
生じ，そのでき方は， bR の会合状態に依存する事が分かった。 bR567 は ， 412nm に吸収極大を持つ寿命
の短いM中間体を経る光反応を行い，そのプロトンポンプ効率は増大している事が示された。一方， bRω 

















第 2 章ではエーテル系の麻薬薬がバクテリオロドプシンの光吸収スペクトル， M中間体の寿命および
フ。ロトン輸送の効率に及ぼす影響について調べた結果を報告しているO それによると，麻酔薬の作用で
パクテリオロドプシンは吸収極大波長が567nm と 480nm にある 2 つの異なる状態に移弘前者では， M
中間体の寿命は短くなるとともにフ。ロトンポンプの輸送効率が増大し，後者では寿命が長くなると同時
にプロトンポンプ機能が失われることが分かった。この結果は，プロトンポンプ機能がパクテリオロド
プシンの取る構造と密接に関連していることを示すものである。
以上のように，本論文はバクテリオロドプシンのプロトンポンプ機構の解明に新しい知見を与えるも
のであり，学位論文として価値あるものと認める。
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